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政
府
は
１０
日
午
前
、

「
す

べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ

く
り
本
部
」

（本
部
長

・
安

倍
晋
三
首
相
）
の
初
会
合
を

首
相
官
邸
で
開
き
、
女
性
の

活
躍
を
後
押
し
す
る
政
策
を

総
合
的
に

不
す

「
政
策
パ

ッ

ケ
ー
ジ
」
を
決
め
た
。
女
性

の
多
様
な
生
き
方
を
６
つ
に

分
け
、
来
春
ま
で
に
進
め
る

・３５
の
施
策
を
示
し
た
。
同
本

部
で
は
施
策
の
進
捗
状
況
を

も
と
に
課
題
な
ど
を
話
し
合

い
、
女
性
の
社
会
進
出
を
促

進
す
る
。

「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く

政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
育

児
や
再
就
職
を
後
押
し
す
る

施
策
や
、
男
性
の
意
識
改
革

の
必
要
性
を
盛
り
込
ん
だ
。

首
相
は

「
女
性
が
輝
く
社
会

を

つ
く
る
こ
と
は
政
権
の
最

重
要
課
題
の

一
つ
だ
。
指
導

的
立
場
で
活
躍
す
る
女
性
を

増
や
す
の
は
重
要
だ
」
と
指

摘
。
女
性
登
用
の
数
値
目
標

設
定
を
大
企
業
に
義
務
付
け

る
こ
と
な
ど
を
明
記
す
る
女

性
活
躍
推
進
法
案
の
成
立
を

今ヽ
国
会
で
め
ざ
す
こ
と
も
改

め
て
強
調
し
た
。

パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
は
女
性
の

社
会
進
出
の
拡
大
に
向
け
た

施
策
を
①
子
育
て

・
介
護
②

働
き
方
③
起
業
④
健
康

・
安

定
的
な
生
活
⑤
安
全

・
安
心

な
暮
ら
し
⑥
情
報
共
有
―
―

の
６
つ
に
分
け
、
３５
項
目
を

挙
げ
た
。

子
育
て
の
分
野
で
は
、
妊

娠
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
策
を
示
し
た
。
妊

産
婦

へ
の
相
談
体
制
整
備
、

家
事

・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
品
質
確
保
の
検
討
、
待
機

児
童
ゼ

ロ
に
向
け
た
取
り
組

“
餞
築
“
一
効
申
養
け
率
は

一

両
立
を
図
る
。

「
職
場
や
家

一

庭
で
の
男
性
の
主
体
的
で
積
一

鰤
『
馘
騨
』
¨
訪
敵
い
輸
義
一

ジ
応
援
プ
ラ
ン
」
を
年
末
に

つ
く
り
、
２
０
１
５
年
３
月

に
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設

け
る
予
定
だ
。

託
児

つ
き
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

主
婦
が
参
加
し
や
す
い
学
び

の
場
を
積
極
的

に
提
供
す

る
。
起
業
を
目
指
す
女
性
向

一鋼
”
副
修
も
充
実
さ
せ
る
方

鷹

麗

舞
萎

蝶

る
か
が
課
題
と
な
る
。
政
府

は
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社

会
づ
く
り
本
部
に
加
え
、
産

業

ヽ
競
争
力
会
議

（議
長

。
安

倍
首
相
）
や
規
制
改
革
会
議

（議
長

・
岡
素
之
住
友
商
事

意識男性の

の 支 職  る に
チ 援 し  こ 応
ヤ も た  と じ

提
起
し
た
。

「
働
き
方
改
革
」
に
も
重

一
方
針
だ
“

点
を
置
い
た
。
非
正
規
社
員
、

か
ら
正
社
員

へ
の
転
換
を
促

す
支
援
策
を
進
め
る
ほ
か
、

在
宅
勤
務
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー

相
談
役
）
な
ど
で
民
間

携
し
な
が
ら
協
議
を
進
と
連
め
る

育児や起業など政府包括策

6本柱の政策を来春までに実行する

不
覇藝
菫
整

茜
菱
∃

′ ご予I」
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